


安心 「助っ人くん」
推奨品

対策製品‼ 発電機の健康診断のプロ“辰巳菱機”から
●負荷装置 ハイブリッド発電機 太陽光パネル 蓄電池
★丈夫な物置に収納で保管も安心‼（イナバ製）
★予備スペースで防災備品を‼

電源 Power
・発電機
・ソーラ発電セット
・蓄電池

L-3SV負荷装置
※ドラム、
ケーブルセット

防災器具
・ラダーレール
・脚立
・テント
・ポリタンク
・浄水器 etc

厨房機器
・電子レンジ
・LPガスコンロ

etc

防災備蓄食料
・アルファ米
・缶詰
・レトルトカレー

etc

他に、以下の搭載も可能に。

燃料電池
1kwシステム

マンション
公民会

集会所、等
町会に１台あれば

あんしん‼

リース契約で設置できます‼
まずは、お電話ください。☎
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I自家発電設備
    点検基準の正しい啓蒙を！
・ これからの JESA の取組

―昨年６月１日の自家発電設備の点検基準の
見直し告示の発表以降、 負荷運転が推進される
一方で、 「不適切な営業」 が蔓延しており、 消防
庁から注意喚起の案内が出されています。 この現状
をどのように考えられますか。

○　これまで、 消防設備点検で見落とされがちだっ
た自家発電設備（以下、 自家発）の負荷運転の
実施を昨年の６．１改正以降、 オーナー様やビルメ
ンテナンス会社様が積極的に取り組まれるようになっ
た事で、 暮らしの 「あんぜん、 あんしん」 が高まった
事は JESA としても嬉しく思ってます。
　半面、 単純に “儲け主義” で負荷試験に新規
参入されている方々がコスト削減で、 「負荷試験は
安全 ・ 簡単」 「資格無しで実施できます」 等の都
合の良い論理のすげ替えが行われています。

  

―とすると、 どうすればよいでしょうか。

○　自家発の点検基準をオーナー様やビルメンテナン
ス会社の方々に、 正しく理解頂く事が重要と考えま
す。 そして、 非常時の自家発の稼働が 「“いのち”
を守る」 という大前提を今一度、 肝に銘じて頂ける
よう、 更なる推進啓蒙活動に力を入れていきます。
防火管理者 ・ 電気主任技術者 ・ 負荷試験事業
者がコンプライアンスを守り、 安全に点検実施が行
われるよう努力します。

―それは知りませんでした。 ちょっと怖いですね。

○　従いまして、 JESA では総合点検時の 「実負
荷＋疑似負荷」 による 30％以上の負荷運転を推
進 ・ 啓蒙しています。 負荷運転と発電機エンジン
部分の劣化交換部品を交換すれば 6 年に 1 回の
負荷運転で良いという改定は、 これまで負荷運転を
見過ごされていた設備所有者の方々も実施されてい
かれる事になり、 負荷試験市場は今後ますます拡
大していきます。 JESA の使命は大きいと自覚してい
ますので緊張感を持って取り組んで参ります。

○　BCP 対策にもなりますが、 小さなコミュニティで
活用可能な分散型エネルギーの開発、 提供、 啓
蒙を負荷装置メーカーの辰巳菱機をはじめとする
JESA 会員企業様と推進委員会のメンバーでもある
大学教授の所属大学との産学連携で取り組んでお
ります。

代表理事に聞く
～エネルギー設備の保安確保に向けて～
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I これからの JESA の展望
―来年はオリンピックですね。 今後の展望を教え
てください。

○　はい、 JESA の機関事業である
一、 製品認証事業

一、 専門技術者の育成

一、 負荷試験実施済証制度を通しての啓蒙活動
は引き続き、 永続的に取り組みますが、 自家発は
災害時の生命と暮らしを守る設備でもあります。
したがって、 これからは “防災から減災へ”。 “自分の
命は自分で守る” という、 災害に対する危機意識
を確立させることにも取り組んでいきます。

―具体的には？

○　はい。 具体的には負荷試験 ・ 吸収エネルギー
の活用装置の投入。 水素エネルギーの活用装置の
投入。 環境にやさしい小型ハイブリッド発電機の投
入。 安全、 簡単な乾式負荷試験装置の共同開
発と市場導入へ。
まだまだ、 私の夢と希望は続きます。

―最後に一言お願いします。

○　JESA が目指す未来は、 CO2 ゼロの再生可能
エネルギーによって、 また分散型エネルギー設備の普
及促進で、 さらに消防用電源設備としてだけではな
く、 BCP にも対応できるエネルギー設備の導入を積
極的に推進し、 ニッポンで暮らす方々の “あんぜん ・
あんしん” を確立していく事です。
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　平成 30 年度に実施した JESA の主な活動につい
て紹介します。
　平成 30 年度は 「総合点検時・30％負荷試験」
の啓蒙活動に注力すると共に、 分散型エネルギー社
会の実現に向けて、 再生可能エネルギーの研究開
発もサポートしました。
　その他、 負荷試験の実施拡大の観点から非常
用発電設備の保安体制の確立を目指す取り組みに
ついても、 乾式負荷試験装置の製品認証制度、
負荷装置専門技術者制度、 負荷試験実施済証
の表示制度など諸制度の普及に取り組みました。 ま
た、 そうした取り組みの社会的な広がりを目指して、
事業者登録制度による良質な事業者の拡大に努め
ました。

I非常用発電設備の維持管理の
適正化
　JESA では、 非常用発電設備の適切な維持管
理に不可欠な負荷試験の確実な実施に向けて、
認証制度による負荷試験装置の安全性や信頼性
の向上に取り組むと共に、 試験に携わる技術者に
対する資格制度、 負荷試験事業者の相互連携に
よる試験業務のさらなる向上を目指した事業者登録
制度の整備などを行っています。 これらを通じて総合
的な非常用発電設備の点検整備の確実な実施の
観点から信頼性の高い負荷試験の実施事業者の
拡大に努めています。
　新年度（2019 年度）は、 負荷試験装置の更
なる信頼性の確立に向けた定期点検制度を導入
し、 負荷試験装置の安全性、 信頼性の向上に向
けた取り組みを更に強化します。 また、 負荷試験
事業者の技術の向上を通じた負荷試験業界のレベ
ルアップを目指して、 登録事業者の信頼性の向上
に努めます。 そうした取り組みを進めることを通じて、
賛同する事業者に会員として入会していただくための
取り組みも進めます。

I資格講習会
　負荷装置専門技術者を養成するための資格講
習会を、 平成 30 年度は 8 回開催し、 また 2019
年度においてもすでに 1 回（4 月）開催いたしました。
　これまでの資格講習は累計で 19 回目となり、 資
格の取得者は 90 人になりました。 資格取得者様
方には、 それぞれの職場でご活躍し、 啓蒙推進を
していただいております。

　負荷装置専門技術者の資格制度については、
JESA 会員企業や負荷試験の現場での活動などを
通じて、 負荷試験の安全性の確保や質の向上など
に寄与できる資格制度として、 社会的な認知も徐々
に広がりをみせてきています。
　2019 年度には、 施設を管理する管理技術者に
も資格取得の門戸を広げ、 負荷試験に対する管理
者側の理解を広げる一助とする取り組みも開始しま
した。 専門知識を有する施設管理者の下で、 発
電設備の総合点検を実施する体制を整えることで、
資格制度の周知のさらなる拡大により、 負荷試験
に対する一層の理解の広がりが期待されます。
　

  

平成 30 年度の主な活動（レポート）
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I製品認証
　乾式負荷試験装置の製品認証制度については、
制度創設 5 年目を迎えて、 負荷試験の安全性と
質の向上を図る取り組みとしての評価が広がりを見
せ、 負荷試験装置を運用する負荷試験事業者等
から認証製品を使用したいという相談事例も寄せら
れるようになってきています。
　この製品認証制度は、 乾式負荷試験装置の安
全性と信頼性を確保する製造基準を定め、 製造
事業者からの申請に基づいて型式認証を行うもの
で、 認証された乾式負荷試験装置を協会の登録
工場で製造し、 当該装置に認証マークを表示して
出荷することで、 試験事業者に安全性 ・ 信頼性の
高い負荷試験装置を提供します。
　また工場の登録については、 認証基準を満たす
負荷試験製品を製造できる設備や体制が整備され
ていることを確認して、 登録工場として認定します。
　登録工場で製造され型式認証を受けた装置につ
いては認証マークを表示して出荷されます。 認証マー
クの使用に当たっては、 定期的な使用報告を求め、
違反があれば失効等の必要な手続きをとることで、
制度の信頼性を確保しています。
　平成 30 年度は、 前年度に引き続き、 10 回の
認証委員会が開催され、 19 件の製品（型式）認
証を実施、 また、 209 枚の認証マークを発行してい
ます。

I実施済証
　発電設備の定期点検を実施した証と次回の総合
点検時期をお知らせする意味で配布している 「実施
済証」 については、 制度を理解し協力を表明する
会員事業者を通じて試験実施後に施設側への配布

を行っています。
　制度開始後 4 年目となる平成 30 年度には、
12 枚の実施済証を発行することができました。 制度
開始以来、 平成 30 年度末までの発行枚数は
200 枚を超えており、 発電設備の総合点検の確認
証として、 社会的に認知度の向上を目指した取り
組みが求められているといえます。
　2019 年度は、 発電設備の安全 ・ 安心の証とし
ての理解が広がることを期待して、 よりわかりやすい
表示の方法などについても検討を深めていくことにして
います。

I スモールコミュニティ BCP 施策
・ “町会対応”
　防災電源キットの開発を支援

　JESA の会員企業は、 地元自治体の BCP 対策
にも力を注いでいます。 会員企業の㈱辰巳菱機（江
東区東砂）では、 環境にやさしい、 ハイブリッド発
電機（5.5kVA）と 24kW 負荷装置、 1kW の太
陽光システム（蓄電池セット）に防災グッズを含めた
BCP キットを開発。 「助っ人君」 として地元での活
用を啓蒙しています。
　町会で活用できるキット内容に問合せが多数よせ
られています。

 

　又、 引き続き、 JESA では今後とも、 会員事業
者などを通じた公共施設などに対する、 負荷試験
付き総合点検のモデル的な実施協力等の機会を拡
大して、 発電設備の定期点検実施の理解促進に
努めていきたいと考えています。
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I新エネルギーに対する取り組み
・ ワールド ・ グリーン ・ チャレンジ
   ソーラーカー ・ ラリーへの協賛

　東京電機大学 枡川重男教授と学生の皆さんが
2018 年 8 月 8 日～ 10 日まで秋田県八郎潟で開
催されたワールド・グリーン・チャレンジ ソーラーカー・ラリー
に燃料電池で参戦しました。 参戦車両は 「インパル
ス」 といいオールカーボンのボディーに，水素，燃料
電池，バッテリー，ブラシレスモータが搭載されています。
　2 位の好成績でした。 JESA では、 この取組に賛
同し、 支援いたしました。

・ 電力貯蔵機能付き負荷試験装置の開発

　発電設備の負荷試験時に、 負荷試験装置を通
して熱として排出されてしまう電力を、 貯蔵して再利
用する 「電力貯蔵型負荷試験」 の普及にも取り組
んでいます。 会員企業である ( 株 ) 辰巳菱機の協
力を得て電力回収機能付きの負荷試験装置を試
作し、 負荷試験の現場での取り組みを進める体制
も整いました。 今後は、 実際に試験装置を使用し
て電力貯蔵を行い、 その効果を検証しながら、 「さ
らに環境に優しい負荷試験」 として、 普及を目指し
た取り組みを続けます。

I推進委員会
　JESA の現状や、 今後の活動の方向性などについ
て検討するために、 JESA では推進委員会を設置し
ています。 平成 30 年度は 3 回、 推進委員会を開
催し、 活動の現状や新エネルギーの動向、 製品認
証機関としての更なる取組などに関連する情報交換
などを行いました。
　4 月の推進委員会では、 負荷装置の自家発電
設備以外での使用実例を元に、 調査・研究プロジェ
クトを立ち上げ、 活動を行う事になりました。
　6 月の推進委員会では、 ６．１の消防法改正
に伴い、 負荷試験の在り方から自家発電設備の保
守の在り方を調査 ・ 研究プロジェクトを立ち上げ、
活動を行う事になりました。

　7 月の推進委員会では、 数多く設立された負荷
装置メーカーの調査 ・ 研究を開始すると共に、 装置
に使用されている抵抗素子の基準確立へ調査 ・ 研
究を行うべきとの提言を受けました。
　重ねて、 さらなる負荷装置の検査項目の基準の
確立にも取り組むべきとの提言を受けました。

I第 4 回定時総会
・ “第 4 回定時総会を開催

　JESA では、 5 月 24 日（金）午後 3 時から、
JESA 事務局が入所する東京都江東区の辰巳ビル
で、 第 4 回定時総会を開催しました。
総会では、 創立 5 年目を迎えて充実した事業活動
を展開した JESA の事業報告や、 2019 年度の事
業計画について説明し、 全会一致で承認されまし
た。
　また、 JESA 推進委員による以下の記念講演が
実施されました。
記念講演①西川 尚男 委員（元 東京電機大学
教授）「地球温暖化の抑制」
記念講演②枡川 重男 委員（東京電機大学 電
気電子工学教授）「エネルギーハーベスト」
また JESA が、 会員企業である辰巳菱機の協力を
得て取り組んでいる負荷試験の取組について、
桐原 悦雄 委員より、 「スマート加速化ソリューション」
として事業報告がありました。

平成 30 年度の主な活動（レポート）
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2019 年度事業計画の主な内容
2019 年度の事業計画の中から、 重点的に取り組
む主な活動について紹介します。

1. 負荷試験装置等に関する品質性能に係
る認証

　昨年度に引き続き、 乾式負荷試験装置の 「製
品認証制度」 を着実に運用して、 乾式負荷試験
装置の品質及び信頼性の確保に努め、 認証取得
メーカーと連携した JESA 方式の負荷試験の実施拡
大を目指します。

2. 負荷試験装置等に関する技術の指導及
び専門技術者の養成

　引き続き、 負荷試験に携わる専門技術者を養
成する 「資格認定制度」 を着実に運用して、
2019 年度は、 資格認定講習会の定期的な開催
を計画 ・ 実施するとともに、 受講希望者の申請状
況に応じて随時開催も計画するなど、 高度な技術
を有する質の高い専門技術者の養成に努めます。
　講習テキストについては、 新たに高圧分野を対象
とした講習テキストを発行して講習内容の充実に務
めるとともに、 受講対象者を施設管理者等にも門
戸を広げるなど、 資格認定制度の広報 ・ 周知等の
強化を図り受講者の確保に努めます。

3. 実施済証の表示推進と事業者登録につ
いて

　非常用発電設備の点検 ・ 整備の適正な実施と
普及を目指して、 負荷試験が適正に実施されたこと
を分かりやすく示す 「実施済証」 の表示制度の普
及を着実に推進します。
　また、 質の高い負荷試験を実施する試験事業者
を登録する 「登録負荷試験事業者」 に向けた取り
組みを一歩進め、 昨年度から検討を開始した 「負

荷試験付き総合点検」 を推進し、 負荷試験を自
らは実施しない点検事業者等に対する支援体制を
具体化し、 登録事業者（会員）の拡大を通じて、
自家用発電設備の負荷試験付き総合点検の実施
率の向上を目指します。 さらに、 負荷試験データを
集約 ・ 分析して公表し、 負荷試験技術の向上に
努めます。

4. 負荷試験装置の定期点検制度

　認証製品である負荷試験装置の安全な使用を
確保する取り組みとして、 負荷試験装置に対する
定期点検制度の創設を図ります。 点検基準に基づ
く適切な定期点検により整備された負荷試験装置
には 「点検済証」 を表示して、 安全 ・ 安心に使
用できる負荷試験装置であることを分かりやすく表示
します。

5. 負荷試験装置等に関する調査及び研究

　昨年度に引き続き、 負荷試験の実施状況のデー
タベースの構築に向けて取り組みを進めます。 また、
新エネルギー設備や付加機能付きの負荷試験装置
のあり方等についての調査 ・ 研究を進めます。

6. 負荷試験装置等に関する規格、 基準の
作成及び普及

　引き続き、 負荷試験装置の安全確保に向けて、
関連規程や指針等の策定 ・ 整備に注力します。

2019
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2019 年度事業計画の主な内容
7. 負荷試験装置等に関する内外関係機関
等との交流及び協力

　発電設備の維持管理等の保安体制の充実につ
いて、 関係官庁 ・ 団体と協力して発電設備の保安
確保の充実に向けた活動に取り組みます。

8. エネルギー設備の保守、 点検に対する理
解促進と普及に向けた取り組み

　昨年度に引き続き、 協会 HP、 各種メディアへの
情報発信、 協会主催のセミナー及び講習会等を通
じて、 「e- セフティ テスト (safety test 30％負荷試
験）」 の普及 ・ 啓蒙活動を展開します。 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

また、 協会事業活動についての理解促進を図るた
め、 協会の普及 / 広報活動の充実を図ります。 具
体的には、 協会 HP 等を活用した情報発信の充実
を図るとともに、 PR 資料の作成や、 適宜、 研修
会や講習会の開催を計画 ・ 実施するなど、 情報発
信の取り組みを強化します。

付録

1. 負荷試験装置等に関する品質性能に係る製品の認証
2. 負荷試験装置等に関する技術の指導及び専門技術者の育成
3. 点検済み証の表示推進と負荷試験事業者の登録について
4. 負荷試験装置等に関する調査及び研究
5. 負荷試験装置等に関する規格、 基準の作成及び普及
6. 負荷試験装置等に関する内外関係機関等との交流及び協力
7. 変電設備、 自家発電設備等の負荷試験、 耐電圧試験、 各種継電器試験並びに保守、 点検及び斡旋の理解促進と普及に向けた
　取り組み
8. 水素の貯蔵、 風力 ・ 太陽光 ・ リチウムイオンバッテリー等の新エネルギーを利用して発電した電力の貯蔵並びに貯蔵装置の保守、
　点検及び斡旋

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
JESA の事業活動

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■事務局便り

　皆様にご愛顧いただきまして、 無事、 機関誌第 4 号の発刊と相成りました。

会員企業様も全国 40 社に近づき、 JESA の使命と責任を大きく感じています。

　令和元年 ・ 2019 年。 エネルギー設備の保安の確立へ、 丁寧に、 そして、

迅速に情報の提供を土台に、 推進 ・ 啓蒙活動に尽力してまいります。

　また、 当協会 HP でのコラムにもあるように、 再生可能エネルギーをはじめ、 様々

なエネルギー事業が各地で展開されてきています。 そういった取組みを受け、 各

企業様方と連携し、 当協会も様々なエネルギー事業に取り組んでいきたいと思っ

ております。

■編集後記

　JESA 機関誌第４号をお届けいたします。

　JESA の 2018 年度は自家発電設備の保安確保に向けて、 制度の拡充と会

員社の皆様と正しい負荷試験の実施に努めた 1 年となりました。 製品認証や専

門技術者などの負荷試験を安全 ・ 確実に実施する JESA の諸制度の充実も着

実に進め、 発電設備の保守点検を適格に実施する上で不可欠な負荷運転試

験をワンストップでお任せ頂ける業界側の体制を確保するために、 JESA の取り組

みに賛同する会員企業の拡充に更に注力しています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



平成 29 年度の主な事業計画
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